
学校番号 ２０４ 

 

平成 31 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 英語会話 ２ 第３学年 SELECT English conversation 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 この授業では、ペアワークやグループワーク、リスニング、暗唱、発表を通して、英語を聞くこと、

話すことを重点的に行います。授業には常に主体的に参加し、発言することが求められます。また、家

庭でも暗唱や発表練習をしてきてもらう機会があります。がんばって練習をしてきてください。 

 授業に積極的に参加し、発話や練習を積み重ねることで、楽しく、自信をもって英語を話せるように

なることを目標としています。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（２単位）及び「英語会話」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・天候・時間・値

段などの日常的

なこと、自分・家

族・学校などの身

の回りのこと、趣

味などの身近な

ことについて、決

まった表現や形

式を用いて尋ね

たり、答えたりす

ることができる。 

・前もって準備し

た上で、決まった

表現や形式を用

いて様々なもの

を紹介できる。 

コミュ英Ⅱ 

学習状況の

観察 

 

英語会話 

実技テスト 

学習状況の

観察 

・簡単な語や基本的

な表現を用いてメ

ッセージカード等

を書くことができ

る。 

・趣味や好き嫌いに

ついて簡単な語や

基本的な表現を用

いて、箇条書きで

複数の文を書くこ

とができる。 

コミュ英Ⅱ 

実技テスト

学習状況の

観察 

定期考査 

 

英語会話 

学習状況の

観察 

定期考査 

・天候・時間・値

段などの日常的な

こと、自分・家族・

学校などの身の回

りのこと、趣味な

どの身近なことに

ついて、ゆっくり

はっきりと発話さ

れれば内容を理解

することができ

る。 

コミュ英Ⅱ 

学習状況の

観察 

 

英語会話 

学習状況の

観察 

実技テスト 

定期考査 

・基本的な語句

や表現から構

成される１～

３文程度の英

文を文法事項

などの知識も

活用して内容

を的確に読み

取り、音読する

ことができる。 

・日常生活で使

われる簡単で

短い文章を理

解することが

できる。 

コミュ英Ⅱ 

学習状況の

観察 

実技テスト 

定期考査 

 

英語会話 

定期考査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施。 

英語やその運用についての知

識を身につけているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ４時間) 

New 
Friends 
 
初対面の相
手のことを
知るための
簡単な質問
の仕方を学
ぶ。 
人前での自
己紹介、友人
紹介の仕方
を学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・授業において、積極

的に他人に質問した

り、答えたりする必要

性を知る。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・相手のことを知るため

に、クラスの人たちに、

質問をし、それをワーク

シートにメモする。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・メモをもとに、適切
に質問をしたり、答え
たりして、お互い自己
紹介をする。 

それをワークシート
にメモする。 

・正しく相手のこと
を知る質問がで
きる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・授業中に自己紹介を

させる。内容を評価

し、活動点をつけ

る。（評価基準は全

教員そろえる） 

「外国語理解の能力」 

・自己紹介に必要な
表現を聞いて、内容
を理解できる。 

リスニングを通して
自己紹介に必要な語
句や表現、質問、答え
方を理解する。 

・自己紹介を聞い
て、内容を理解でき
る。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自己紹介に必要な
表現と、相手のこ
とを知るための質
問の仕方を理解す
る。 

自己紹介に必要な語
句や表現、質問、答え
方を確認し、練習す
る。 

・自己紹介に必要な
表現と、それを聞
き出すための質
問を理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson ２ 

( ４時間) 

Free Time 
 
自由時間の
過ごし方の
尋ね方、答え
方を学ぶ。 
コミュニケ
ーションの
機会をもつ
ための情報
の入手や積
極的な行動
力を養う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

で、互いに協力し、間

違うことを恐れずに、

積極的に会話する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・相手のことを知るため

に、クラスの人たちに、

質問をしあい、それをワ

ークシートにメモする。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・メモをもとに、適切
に質問をしたり、答え
たりして、自由時間の
過ごし方の情報交換を
する。 

それをワークシート
にメモする。 

・正しく相手のこと
を知る質問がで
きる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・自由時間の過ごし
方、興味のあること
を伝えるのに必要な
表現を聞いて、内容
を理解できる。 

・リスニングを通して
自由時間の過ごし方、
興味関心に必要な語
句や表現、質問、答え
方を理解する。 

・自由時間の過ごし
方、興味のあること
を聞いて、内容を理
解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・自由時間の過ごし
方、興味のあるこ
とを伝えるのに必
要な表現と、相手
のことを知るため
の質問の仕方を理
解する。 

・自由時間の過ごし
方、興味関心に必要な
語句や表現、質問、答
え方を確認し、練習す
る。 

・自由時間の過ごし
方、興味のあるこ
とに必要な表現
と、それを聞き出
すための質問を
理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( ４時間) 

Are you 
OK? 
 
①友人、知人
と会った時
のあいさつ
とその受け
答え、②体調
を表す表現、
体調の悪い
人へのアド
バイスなど
の表現を学
ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

で、互いに協力し、間

違うことを恐れずに、

積極的に会話する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・体調が悪い役と医者役

にわかれ、ロールプレイ

を行う。体調とアドバイ

スをワークシートでマッ

チングさせる。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・メモをもとに、あい
さつと体調について、
適切に質問をしたり、
答えたりして、情報交
換をする。 

それをワークシート
にメモする。 

・正しく相手のこと
を知る質問がで
きる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・不調の内容とアド
バイスを伝えるのに
必要な表現を聞い
て、内容を理解でき
る。 

・リスニングを通して
不調を伝えるのと、ア
ドバイスをするのに
必要な語句や表現、質
問、答え方を理解す
る。 

・不調の内容とそれ
に対するアドバイ
スを聞いて、内容を
理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・不調の伝え方、ア
ドバイスの仕方に
必要な表現と、そ
れを知るための質
問の仕方を理解す
る。 

・不調の伝え方、アド
バイスに必要な語句
や表現、質問、答え方
を確認し、練習する。 

・不調の伝え方、ア
ドバイスに必要
な表現と、それを
聞き出すための
質問を理解でき
る。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson ４ 

( ５時間) 

Our School 
 
学校などの
規模・大き
さ、有名なも
の、行事など
の日程をた
ずね、答える
方法を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークで、互い

に協力し、間違うこと

を恐れずに、会話文を

作る。 

・協力してワークシー

トを完成できる。 

・留学生に自分たちの学

校についての紹介をする

という内容での会話をペ

アで作る。 

 

・ワークシートを完成

できる。 

・協力しながら会話文

を作ることができ

る。 

・授業内の活動を観察

する。 

・お互いの協力状況を

自己評価させ、取り

組み状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・自然な流れの会話
文を作る。 

・書いた内容をもと
に覚えて発表でき
る。 

・学んだ表現をもとに
留学生に自分たちの学
校を紹介する内容の会
話文を作り、留学生と
泉尾高校生役にわかれ
て、発表する。 

・自然な流れで、正
しい内容、正しい
発音で会話でき
る 

・紹介する、という
内容に基づいた
発表ができる。 

・授業内の活動を観察

する。 

・会話文の発表をさせ

る。内容を評価し、

活動点をつける。

（評価基準は全教

員そろえる） 

「外国語理解の能力」 

・学校や行事、日程
に関する必要な表現
を聞いて、内容を理
解できる。 

・リスニングを通して
学校や行事、日程に必
要な語句や表現、質
問、答え方を理解す
る。 

・学校や行事、日程
を聞いて、内容を理
解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・学校の規模や行事、

日程を伝えるのに必

要な表現と、それを

知るための質問の仕

方を理解する。 

・海外の学校について

理解する。 

・学校の規模、行事、日

程を伝えるに必要な語句

や表現、質問、答え方を

確認し、練習する。 

・海外の学校について知

る。 

・学校の規模、行事、
日程を伝えるの
に必要な表現と、
それを聞き出す
ための質問を理
解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( ４時間) 

Weather 
 
天気、気候、
天気予報の
尋ね方と答
え方を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

で、互いに協力し、間

違うことを恐れずに、

積極的に会話する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・天気を知るためにクラ

スの人たちに質問をし

て、その内容をワークシ

ートにメモする。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・各都市の天気や予報
を知るために、適切に
質問をしたり、答えた
りして、情報交換をす
る。 

・それをワークシート
にメモする。 

・正しく天気を知る
質問ができる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・天気、気候、天気
予報を伝えるのに必
要な表現を聞いて、
内容を理解できる。 

・リスニングを通して
天気、気候、天気予報
に必要な語句や表現、
質問、答え方を理解す
る。 

・天気、気候、天気
予報を聞いて、内容
を理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・天気、気候、天気
予報に必要な表現
と、それを知るた
めの質問の仕方を
理解する。 

・天気、気候、天気予
報に必要な語句や表
現、質問、答え方を確
認し、練習する。 

・天気、気候、天気
予報に必要な表
現と、それを聞き
出すための質問
を理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson ６ 

( ４時間) 

TV 
Programs 
 
好きなもの
についての
尋ね方や答
え方をテレ
ビ番組を通
して学ぶ。身
近な題材を
通して、自己
表現する楽
しさを体験
する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークやｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

で、互いに協力し、間

違うことを恐れずに、

積極的に会話する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・相手の好きな番組を知

るために、クラスの人た

ちに、質問をしあい、そ

れをワークシートにメモ

する。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・メモをもとに、適切
に質問をしたり、答え
たりして、好きなテレ
ビ番組の情報交換をす
る。 

それをワークシート
にメモする。 

・正しく相手のこと
を知る質問がで
きる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・テレビ番組欄を読
んで必要な表現を見
つけることができ
る。 

・テレビ番組欄を読ん
で、時間やジャンルを
答え、好きな番組つい
てやりとりをする。 

・テレビ番組欄を読
んで、内容を理解で
きる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・時間、番組ジャン
ルと、好きな番組
の質問の仕方、答
え方を理解する。 

・時間、番組ジャンル
と、好きな番組の質問
の仕方、答え方を確認
し、練習する。 

・時間、番組ジャン
ルと、好きな番組
の質問の仕方、答
え方を理解でき
る。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( ２時間) 

Talking on 
a Cell 
phone 
 
電話特有の
表現や関連
する表現を
学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・グループワークで、

互いに協力し、間違う

ことを恐れずに、積極

的に会話する。 

 

・グループワークで家の

電話に電話をかけるロー

ルプレイングを行う。 

・協力しながら会話を

行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

 

「外国語表現の能力」 

・会話に合った抑揚、
ｼﾞｪｽﾁｬｰを加えな
がら自然な会話が
できる。 

 

・電話でのやり取りの
ロールプレイングで、
会話を覚え、ｼﾞｪｽﾁｬｰ
を加えながら発表す
る。 

・正しく発音し、覚
えて話すことが
できる 

・会話に合った抑揚
ｼﾞｪｽﾁｬｰをつける
ことができる 

・授業内の活動を観察

する。 

・会話を発表させて、

内容を評価し、活動

点をつける。（評価

基準は全教員そろ

える）。 

「外国語理解の能力」 

・電話でのやりとり
を読んで、内容を理
解できる。 

・電話でのやり取りを
読んで必要な語句や
表現を理解する。 

・電話のやりとりを
読んで、内容を理解
できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・電話でのやりとり
に必要な表現を理
解する。 

・電話でのやり取りに
必要な語句や表現を
確認し、練習する。 

 

・電話でのやりとり
に必要な表現を
理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson ８ 

( ５時間) 

Telling the 
Way 
 
道案内の仕
方、尋ね方、
丁寧な尋ね
方を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークで、互い

に協力し、間違うこと

を恐れずに、積極的に

会話する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・ペアワークでインフォ

メーションギャップを行

い、地図を完成させる。 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・状況に応じた抑揚
ｼﾞｪｽﾁｬｰで正しく
会話が行える。 

・地図を使って、質問
をしたり、答えたりし
て、道案内をする。 

・その会話を練習し、
抑揚とｼﾞｪｽﾁｬｰを交え
て発表する。 

・正しく質問ができ
る 

・正しく道案内がで
きる 

・状況に応じた会話
ができる。 

・授業内の活動を観察

する。 

・会話を発表させて、

内容を評価し、活動

点をつける。（評価

基準は全教員そろ

える）。 

「外国語理解の能力」 

・地図を見ながらリ
スニングを聞いて、
目的地にたどり着け
る。 

・地図を見ながらリス
ニングを聞いてどこ
に向かっているかを
理解する。 

・道案内を聞いて、
内容を理解できる。 

・目的地に正しくた
どり着ける。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・道案内に必要な表
現と、質問の仕方
を理解する。 

・ブロックの概念を
理解できる。 

・道案内に必要な語句
や表現、質問、答え方
を確認し、練習する。 

・ブロックの概念につ
いて知る。 

・道案内に必要な表
現と、それを聞き
出すための質問
を理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

( ５時間) 

Kyoto 
 
観光地の説
明や行き方、
おすすめの
場所などの
説明の仕方
を学ぶ。 
様々な世界
の観光地に
ついて調べ
たり、説明を
聞いたりし
て、知識を深
める。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・お互いに協力し、役

割に基づいてポスター

を完成できる。 

・協力して、発表の内

容を考え、練習できる。 

・グループに分かれて、

世界の観光地について調

べる。ポスターを作製し、

その場所について発表す

る。 

・ポスターが条件を満

たして完成できる。 

・協力しながらグルー

プワーク・練習を行

える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ポスターを提出さ

せ、その内容を取り

組み状況の判断材

料として活用する。 

「外国語表現の能力」 

・必要事項について、
正しく情報を伝え
ることができる。 

・調べた内容を正し
くポスターに書く
ことができる。 

・世界の観光地につい
て調べてポスターを作
成し、そのポスターを
使って内容を発表す
る。 

・必要事項を伝える
ことができる。 

・調べた内容を正し
く書くことがで
きる 

・協力を相互評価させ

る。 

・ポスターと発表を観

点別に評価する。

（評価基準は全教

員そろえる） 

「外国語理解の能力」 

・観光地についてか
いてあるもの見て、
内容を理解できる。 

・観光地についてポス
ター等を見て必要事
項を読み取る。 

・観光地について書
いてあるものを見
て、必要事項を読み
取ることができる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・観光地の紹介に必
要な表現と、それ
を調べる方法を理
解する。 

・観光地の紹介に必要
な語句や表現、確認
し、練習する。 

・観光地を調べるため
に様々な媒体を使用
する。 

・観光地を紹介する
ために必要な表
現を理解できる。 

・様々な媒体から必
要な情報を抽出
できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson 10 

( ６時間) 

Shopping 
 
買い物場面
で の 尋 ね
方・答え方な
どを学ぶ。 
実際に買い
物をする作
業を通じて、
実践的に英
語を使用す
ることを体
験する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ペアワークで、互い

に協力し、間違うこと

を恐れずに、積極的に

会話する。 

・ペアワークで店員と客

のロールプレイングを行

う。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

 

「外国語表現の能力」 

・正しく質問したり、
答えたりできる。 

・会話に合った自然
な抑揚ややり取り
ができる。 

・店員と客のロールプ
レイングを行い、会話
を覚え、お金や実際の
洋服を使用して発表す
る。 

・会話を覚え、正し
い発音で会話で
きる 

・会話に合った自然
なやり取りや抑
揚がつけられる。 

・授業内の活動を観察

する。 

・会話を発表させ、そ

の内容を評価し、活

動点をつける。（評

価基準は全教員そ

ろえる） 

「外国語理解の能力」 

・買い物に必要な表
現を聞いて、内容を
理解できる。 

・リスニングを通して
買い物に必要な語句
や表現、質問、答え方
を理解する。 

・買い物に必要な表
現を聞いて、内容を
理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・買い物に必要な表現

と、質問の仕方や答

え方を理解する。 

・海外の買い物時のル

ールやサイズの違い

を理解する。 

・買い物に必要な語句
や表現、質問、答え方
を確認し、練習する。 

・海外での買い物のル
ールやサイズについ
て知る。 

・買い物に必要な表
現と、それを聞き
出すための質問
を理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 11 

( ６時間) 

Restaurant 
 
レストラン
で好きな食
べ物・飲み物
を尋ね、答え
る会話を学
習する。 
実際にレス
トランで客
や給士をや
る作業を通
じて、実践的
に英語を使
用すること
を体験する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・互いに協力し、間違

うことを恐れずに、積

極的に会話する。 

・注文ができるように

協力できる。 

・給士と客になり、教室

をレストランに見立て

て、実際にメニューを見

て、注文するロールプレ

イングを行う。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

 

・授業内の活動を観察

する。 

・客は給士の、給士は

客の会話を相互評

価する。 

「外国語表現の能力」 

・覚えた表現を使っ
て正しく質問した
り、答えたりでき
る。 

・レストランに入っ
てから出るまでが
再現できる。 

・必要な表現を覚え、
教室をレストランに
見立てて、実際に給士
と客として会話する。 

・覚えた表現を使っ
て正しく質問し
たり答えたりで
きる 

・レストランに入っ
てから出るまで
を再現できる。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ロールプレイング中

の個々の会話を観

察し、その内容を評

価する。（評価基準

は全教員そろえる） 

「外国語理解の能力」 

・レストランで必要
な表現を聞いて、内
容を理解できる。 

・リスニングを通して
レストランで必要な
語句や表現、質問、答
え方を理解する。 

・レストランでの会
話を聞いて、内容を
理解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・レストランで必要な

表現と、相手のこと

を知るための質問の

仕方を理解する。 

・チップについて理解

できる。 

・レストランで必要な
語句や表現、質問、答
え方を確認し、練習す
る。 

・チップの概念につい
て知る。 

・レストランで必要
な表現と、それを
聞き出すための
質問を理解でき
る。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 

Lesson 12 

( 2 時間) 

Making a 
Plan 
 
場所・曜日・
時間等を聞
き、誰かと会
う約束を取
り付ける尋
ね方、答え方
について、学
ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ｲﾝﾀﾋﾞｭｰで、互いに協

力し、間違うことを恐

れずに、積極的に会話

する。 

・ワークシートが埋ま

るように協力できる。 

・スケジュール帳をもっ

て、一週間の予定をクラ

スのメンバーと決める。 

 

 

 

 

・ワークシートが埋め

ることができる。 

・協力しながら質問・

返答を行える。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語表現の能力」 

・メモをもとに、正
しく質問したり、
答えたりできる。 

・聞いた内容を、ワ
ークシートにメモ
できる。 

・メモをもとに、適切
に質問をしたり、答え
たりして、予定を立て
る。 

それをワークシート
にメモする。 

・正しく相手のこと
を知る質問がで
きる 

・質問に正しく答え
ることができる 

・正しくメモでき
る。 

・授業内の活動を観察

する。 

・ワークシート等を提

出させ、その内容を

取り組み状況の判

断材料として活用

する。 

「外国語理解の能力」 

・予定を決めるのに
必要な表現を聞い
て、内容を理解でき
る。 

・リスニングを通して
予定を決めるのに必
要な語句や表現、質
問、答え方を理解す
る。 

・予定を決める会話
を聞いて、内容を理
解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・予定を決めるのに
必要な表現と、相
手のことを知るた
めの質問の仕方を
理解する。 

・予定を決めるのに必
要な語句や表現、質
問、答え方を確認し、
練習する。 

・予定を決めるのに
必要な表現と、そ
れを聞き出すた
めの質問を理解
できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 13 

( 4 時間) 

Future jobs 
 
高校を卒業
した後の夢
や、なりたい
職業を英語
で表現して
みる。 
高校時代の
思い出とと
もに発表す
ることで、英
語で人前で
伝える方法
を学ぶ。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・発表をより効果的に

するための身振りや目

線を工夫できる。 

 

・発表するために必要な

身振りや目線について理

解し、練習する。 

・発表時に身振りと目

線が工夫できてい

る。 

 

・授業内の活動を観察

する。 

・工夫について、生徒

たちに相互評価さ

せる。 

「外国語表現の能力」 

・必要な表現を覚え、
それを使って、自
分の夢やなりたい
職業、高校の思い
出を発表できる。 

 

・必要な表現を覚え、
それを使って、自分の
夢やなりたい職業、高
校の思い出を発表す
る。 

・必要な表現を覚え
ている。 

・自分の夢やなりた
い職業、高校の思
い出を発表でき
る。 

・授業内の活動を観察

する。 

・夢と思い出を発表さ

せ、その内容を評価

し、活動点をつけ

る。（評価基準は全

教員そろえる。） 

「外国語理解の能力」 

・職業や夢、思い出
を伝えるのに必要な
表現を聞いて、内容
を理解できる。 

・スピーチを聞いたり
読んだりして、職業や
夢、思い出を伝えるの
に必要な語句や表現、
質問、答え方を理解す
る。 

・職業や夢、思い出
を聞いて、内容を理
解できる。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識した

質問を行い、理解でき

ているかどうかを判

断する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

・職業、夢、思い出
を語るのに必要な
表現と、相手のこ
とを知るための質
問の仕方を理解す
る。 

・職業、夢、思い出を
語るのに必要な語句
や表現を確認し、練習
する。 

・職業、夢、思い出
を語るのに必要
な表現と、それを
聞き出すための
質問を理解でき
る。 

・定期ﾃｽﾄにおいて、

使用場面を意識し

た質問を行い、理解

できているかどう

かを判断する。 


